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令和３年
第２回臨時会（３月）
第２回定例会（６月）

議会ホームページ

P２〜３ こんなことが決まりました
P４ 議案賛否表
P６〜７ 討論
P11〜19 そこが聞きたい（一般質問）



議
案
審
議こんな

ことが
決まりました

　　　　６月　第2回定例会で
令和３年３月　第2回臨時会

第２回臨時会　５議案　可決　　３　人事案　同意
第２回定例会　10議案　可決　　２　人事案　同意

　令和３年３月29日に臨時会を開催し、５議案を原案どおり可決し、３件の人事案に同意しました。
　令和３年第２回定例会を６月１１日から１８日までの８日間の会期で開催し、１０議案を原案どおり
可決し、２件の人事案について同意しました。

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
原は
ら

　
　
晋し
ん
介す
け

年　
齢　
46
歳

地　
区　
上
坊
所

任　
期　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
平ひ
ら
川か
わ

　
利と
し
彦ひ
こ

年　
齢　
69
歳

地　
区　
下
津
毛

任　
期　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
副
町
長
の
選
任

に
つ
い
て

氏　
名　
財ざ
い
津つ

　
勝か
つ
記き

年　
齢　
63
歳

地　
区　
鳥
越

任　
期　
令
和
３
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
７
年
６
月
30
日
ま
で

全
員

同
意

　
地
方
創
生
を
目
的
と
し
、
町
は
新

た
な
地
場
産
品
の
創
出
に
取
り
組
む

事
業
者
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
支
援

を
行
な
う
も
の
。

上
峰
町
新
た
な
地
場
産

品
を
つ
く
る
条
例

全
員

賛
成

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を

配
備
す
る
も
の
で
、
昨
年
度
の
604
台

に
引
き
続
き
、
本
年
度
は
199
台
購
入

す
る
も
の
。

動
産
の
買
い
入
れ
に
つ

い
て

全
員

賛
成

上
峰
町
教
育
長
の
選
任

に
つ
い
て

氏　
名　
野の

口ぐ
ち

　
敏と
し
雄お

年　
齢　
64
歳

地　
区　
切
通

任　
期　
令
和
３
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
６
年
４
月
１
日
ま
で

全
員

同
意

全
員

同
意

氏　
名　
森も
り
園ぞ
の

　
敦あ
つ
志し

年　
齢　
50
歳

地　
区　
三
上

上
峰
町
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
に
つ
い
て

全
員

同
意
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議
案
審
議

令和３年度 一般会計補正予算

１０億9,65０万9千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

就
任
の
ご
挨
拶

�
副
町
長　
財
津　
勝
記

　

７
月
１
日
に
副
町
長
を

拝
命
し
た
財
津
勝
記
で
す
。

　

生
ま
れ
は
大
分
県
日
田

市
で
す
。
出
身
は
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構（
旧
住
宅
公
団
）で
、

Ｕ
Ｒ
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
い
う

関
連
会
社
に
出
向
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

専
門
は
建
築
で
す
。
Ｕ

Ｒ
時
代
の
若
い
頃
は
、
公

団
住
宅
の
計
画
、
設
計
等

を
担
当
し
ま
し
た
。
再
開

発
や
地
方
都
市
で
の
ま
ち

づ
く
り
も
経
験
し
、
熊
本

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々

の
災
害
公
営
住
宅
建
設
な

ど
も
担
当
し
ま
し
た
。

　

福
岡
で
は
九
州
大
学
の

移
転
事
業
に
長
く
関
わ
り
、

六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地

6.5�

ha
で
は
法
曹
界
移
転
と

商
業
、
住
宅
等
の
複
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
い

ま
し
た
。
箱
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
42
・
６
ha
も
Ｕ
Ｒ
リ
ン

ケ
ー
ジ
の
立
場
で
土
地
利

用
計
画
や
基
盤
整
備
等
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

上
峰
町
で
は
中
心
市
街

地
の
活
性
化
で
町
の
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ふるさと納税業務
委託料

地域ブランディング事業
業務委託料

11億億1,8711,871万万44千円千円
33億円億円

ふるさと納税業務に追加する業務。

ウェブ動画、源為朝を活用したPR事業、
地域資源をブラッシュアップし、上峰
町の魅力を町内外に発信する事業。

消防団第3部格納庫
移転新築工事

定住促進奨励金

3,6463,646万万55千円千円
1,5001,500万円万円

今年度完成予定。

住宅を新築または購入などを行なっ
た定住者に奨励金を交付するもの。

調査設計業務委託料地域通貨発行負担金
7,7537,753万万88千円千円11億億2,7002,700万円万円

町道の用地測量や実施設計などの
業務委託。

地域通貨「mineca（ミネカ）」を
通じて経済支援を行なうもの。
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議
案
審
議議

案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

田
中
静
雄

原
田　

希

吉
富　

隆

大
川
隆
城

寺
﨑
太
彦

中
山
五
雄

第２回臨時会

１3 上峰町ふれ愛菜園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

14 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

15 令和２年度上峰町一般会計補正予算（第9号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

16 令和２年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

17 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

18 上峰町教育長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

19 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

20 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

第２回定例会

2１ 専決処分
※の承認を求めることについて

（上峰町税条例等の一部を改正する条例） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

22 上峰町新たな地場産品をつくる条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

23 上峰町重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

24 令和3年度上峰町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

25 令和3年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

26 令和3年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

27 動産の買い入れについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

2８ 権利の放棄について 可決 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

29 上峰町固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

3０ 令和3年度上峰町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

3１ 上峰町副町長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

発議１ 上峰町議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

― 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和３年　第２回臨時会・第２回定例会　議案
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　名 説　　　　　　　明

第２回臨時会

１3 上峰町ふれ愛菜園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
ふれ愛菜園の設置場所を規則に委任し、柔軟な対応を図るための改
正。

１4 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 傷病手当金に係る規定を整備するための改正。

１5 令和2年度上峰町一般会計補正予算（第9号） 歳入歳出それぞれ5,１８１万８千円を減額。

１6 令和2年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第4号）
道路改良工事の遅延に伴い、下水道本管埋設の年度内完了が困難になり、
計上済み予算の一部を繰り越す。

１7 令和3年度上峰町一般会計補正予算（第1号） 歳入歳出それぞれ3,356万６千円を計上。

第２回定例会

2１ 専決処分
※の承認を求めることについて

（上峰町税条例等の一部を改正する条例）
条例を一部改正する必要が生じたが、議会で審議する時間的余裕が
なかったため、専決処分したことを承認してもらう。

22 上峰町新たな地場産品をつくる条例 ふるさと納税の本来の趣旨である地方創生に資することを目的とし
て制定。

23 上峰町重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
新たに精神障害者、保健福祉手帳1級保持者が助成の対象となり、
対象が拡充されたため一部改正。

24 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第２号） 歳入歳出それぞれ１０億2,6８9万5千円を計上。

25 令和３年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 歳入歳出それぞれ25万円を計上。

26 令和3年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第1号） 歳入歳出それぞれ3,7００万円を計上。

27 動産の買い入れについて GIGAスクール構想によるタブレットパソコン１99台を購入するた
め。

2８ 権利の放棄について 現物出資をした土地の上に存在する建物などの借地権の放棄。

3０ 令和３年度上峰町一般会計補正予算（第３号） 歳入歳出それぞれ3,6０4万８千円を計上。

発議１ 上峰町議会会議規則の一部を改正する規則 欠席事由の整備及び出産に係る産前・産後の欠席期間を規定。また、
請願手続きについて押印の義務付けを見直す。

　※専決処分とは
　　議会が議決または決定すべき事項を、地方公共団体の長が地方自治法の規定に基づき議会に代わって処理すること。

〈議案の説明〉
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議
案
審
議

　令和３年
　第２回定例会（６月）

　
　
　
　
原
　
　
直
弘
　
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
脅
威
が
国
民
の
暮
ら
し
に

与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
ず
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
も
こ

の
脅
威
は
す
ぐ
に
消
え
る
も
の

で
は
な
い
。

　
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
町
民

の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は

行
政
の
責
務
で
あ
り
、
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
を
想
定
し
、
で
き
う
る
限
り

の
対
策
を
立
て
実
行
す
る
こ
と

が
最
優
先
す
べ
き
施
策
と
考
え

る
が
、
そ
の
施
策
の
予
算
が
不

十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

反
対

も
本
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
。
イ
オ
ン
跡
地
の
開
発
に
つ

い
て
も
、
現
時
点
で
の
係
数
は

そ
う
だ
が
事
業
が
進
む
に
つ

れ
、「
合
同
会
社
の
増
資
も
あ

る
」
と
主
管
室
長
の
説
明
が

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
事

業
を
止
め
る
の
で
は
な
く
、
予

算
要
求
が
な
さ
れ
た
時
に
、
そ

の
都
度
議
会
と
し
て
の
意
見
を

出
せ
ば
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
で
予
算
を
止
め
る
こ
と
は
い

か
が
な
も
の
か
。

　
よ
っ
て
私
は
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
イ
オ
ン
跡
地
の
再
開
発
に
関

し
て
、
先
般
の
議
会
で
、
町
長

は
「
上
峰
町
は
土
地
そ
の
も
の

の
現
物
出
資
し
か
し
な
い
」
と

言
明
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

補
正
予
算
で
、
L
A
B
V
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
委
託
料
８
３
0
万

円
と
町
が
出
資
し
た
土
地
の
公

租
公
課
負
担
金
２
，８
１
0
万

７
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

反
対

　
ま
た
、
町
の
魅
力
発
信
事
業

と
し
て
３
億
円
の
委
託
料
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
感
染
拡
大

防
止
に
対
す
る
対
策
が
十
分
で

な
い
状
況
で
、
一
事
業
に
３
億

円
も
の
費
用
を
か
け
る
こ
と
は

容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案

に
は
反
対
す
る
。

　
　
　
　
吉
田
　
　
豊
　
議
員

　
私
は
賛
成
の
立
場
で
討
論
に

参
加
す
る
。

　
先
程
項
目
を
並
べ
て
反
対
討

論
さ
れ
た
。
例
え
ば
コ
ロ
ナ
対

策
で
は
、
国
が
進
め
る
12
歳
以

上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

賛
成

既
に
合
同
会
社
が
設
立
さ
れ
、

彼
ら
が
中
心
に
な
る
と
何
回
も

答
弁
し
て
き
た
の
に
、
早
々
に

な
し
崩
し
的
に
町
が
そ
う
い
う

負
担
を
行
な
っ
て
い
く
な
ら

ば
、
今
後
莫
大
な
金
額
が
予
想

さ
れ
る
今
回
の
事
業
に
、
一
体

ど
こ
ま
で
町
は
金
銭
的
な
負
担

を
行
な
っ
て
い
く
の
か
と
大
き

な
心
配
が
あ
る
。
町
の
出
資
を

監
視
す
る
立
場
の
者
と
し
て
こ

れ
ら
に
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
寺
﨑
　
太
彦
　
議
員

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
止
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
そ
れ
に
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
で
疲
弊
し
て
い
る
飲
食

業
に
地
域
通
貨
発
行
負
担
金

は
、
待
ち
望
ん
で
い
る
事
業
で

あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
必
要
経

費
、
P
R
経
費
は
や
は
り
重
要

な
部
分
で
あ
る
。
以
上
の
理
由

で
賛
成
で
あ
る
。

賛
成

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
「
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）」
は
賛
成
７
、
反
対
２
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
出
た
反
対
、
賛
成
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

討論
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議
案
審
議

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
「
権
利
の

放
棄
に
つ
い
て
」
は
賛
成
７
、
反
対
２
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

討
論
で
出
た
反
対
、
賛
成
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　
　
　
原
　
　
直
弘
　
議
員

　
イ
オ
ン
跡
地
を
再
開
発
す
る

た
め
に
町
が
評
価
額
約
４
億

９
，４
0
0
万
円
の
土
地
を
出

資
し
、
事
業
者
が
２
，７
９
0

万
円
を
出
資
し
て
合
同
会
社
を

設
立
し
た
が
、
そ
の
出
資
比
率

は
町
が
約
95
％
、
事
業
者
が
約

５
％
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
利

益
配
分
は
町
、
事
業
者
と
も
に

50
％
ず
つ
で
利
益
を
折
半
す
る

と
い
う
町
に
と
っ
て
不
利
益
な

条
件
に
な
っ
て
い
る
。

　
も
し
、
こ
の
条
件
の
ま
ま
開

発
を
進
め
た
場
合
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
町
に
多
大
な
損
失
が

生
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

反
対

は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
出
資

比
率
も
こ
れ
が
最
終
決
定
で
は

な
く
て
、
今
後
変
化
し
て
い
く

こ
と
も
あ
る
と
の
答
弁
も
出
て

い
る
。
こ
の
活
性
化
事
業
は
最

大
の
関
心
事
で
あ
り
皆
さ
ん
が

待
ち
望
ん
で
い
る
事
業
で
も
あ

る
。「
で
き
る
だ
け
早
く
実
現

を
」
の
声
も
出
て
い
る
。
合
同

会
社
が
設
立
さ
れ
動
き
出
し
た

ば
か
り
で
あ
り
こ
こ
で
止
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
今
後
は

合
同
会
社
で
き
ち
ん
と
手
だ
て

し
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う

し
、
町
の
発
言
を
す
る
場
も
あ

り
諸
々
の
協
議
を
十
分
重
ね
な

が
ら
進
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
大
川
　
徹
也
　
議
員

　
今
回
の
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
は
莫
大
な
金
額
が
か
か
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
町
が
負
担

す
る
部
分
、
補
助
す
る
部
分
の

予
想
す
ら
議
会
に
発
表
も
、
そ

う
い
う
話
も
な
い
。町
長
は「
土

地
の
出
資
だ
け
」
と
ず
っ
と
言

反
対

　
現
に
、
本
議
会
で
計
上
さ
れ

て
い
る
予
算
で
は
２
，８
0
0

万
円
を
超
え
る
町
の
負
担
が
出

て
き
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
町
に
不
利
益
な
条

件
が
あ
る
現
状
で
は
再
開
発
に

関
す
る
議
案
に
は
賛
成
し
か
ね

る
の
で
、
本
議
案
に
は
反
対
す

る
。

　
　
　
　
大
川
　
隆
城
　
議
員

　
こ
の
件
に
つ
い
て
賛
成
の
立

場
で
討
論
す
る
。
今
回
の
権
利

の
放
棄
は
L
A
B
V
方
式
で
進

め
て
い
く
中
で
必
要
な
手
だ
て

で
あ
る
。
出
資
比
率
が
違
う
と

毎
回
い
わ
れ
る
が
活
性
化
事
業

賛
成

明
し
て
き
た
が
、
土
地
の
公
租

公
課
の
負
担
や
L
A
B
V
事
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
雇
用
を
町
の

予
算
で
行
な
う
の
を
見
る
と
、

発
言
に
一
貫
性
が
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
今
後
も
紆
余
曲

折
を
経
な
が
ら
町
が
金
銭
的
に

支
出
し
て
い
く
可
能
性
を
考
え

る
と
、
安
心
で
き
る
材
料
を
い

た
だ
か
な
い
と
私
も
賛
成
で
き

な
い
。

　
　
　
　
吉
田
　
　
豊
　
議
員

　
今
日
ま
で
、
執
行
部
の
説
明

で
は
、
イ
オ
ン
の
無
償
譲
渡
の

条
件
と
し
て
、
建
物
は
解
体
し

て
「
減
失
登
記
を
行
う
」
こ
と

が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
建
物

の
所
有
権
を
放
棄
す
る
こ
と
で

合
同
会
社
が
解
体
工
事
を
し
て

く
れ
る
。
そ
の
分
、
町
の
費
用

数
億
円
も
負
担
軽
減
が
で
き

る
。
町
の
た
め
に
は
願
っ
て
も

な
い
こ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ
前
に

進
め
て
欲
し
い
。
賛
成
す
る
。

賛
成

中
心
市
街
地

活
性
化
事
業

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
７
月
１

日
（
木
）
に
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

合
同
会
社
か
ら
の

配
当
に
つ
い
て
、
募

集
要
項
に
お
い
て
は

上
峰
町
へ
の
配
当
は

50
％
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、

合
同
会
社
が
設
立
さ

れ
た
と
き
に
出
資
額

の
割
合
に
応
じ
た
配

当
に
な
っ
た
こ
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

全員協議会
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議
案
審
議

　今年、改正義務標準法が成立し、小学校の学級編制標準が学年進行により段階的に35人に引き下げられるこ

とになった。今後、小学校に留まるのではなく、中学校・高等学校での35人学級の早期実施が必要である。さ

らに、コロナ感染対策を十分取り、きめ細かな教育をするためには30人学級の実現が求められる。

　学校現場では、新型コロナウイルス感染症対策による教室の消毒作業等や貧困・いじめ・不登校など解決す

べき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分に確

保するためには、教職員の抜本的な定数改善が求められている。

　一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあるが、自治体間の教育格差

が生じることは大きな問題である。義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が

２分の1から３分の1に引き下げられた。国の施策として定数改善にむけた財源を保障し、子どもたちが全国

のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。ゆたかな子どもの学びを保

障するための条件整備のために、義務教育費の国負担率の改善は不可欠である。

　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行

政を進めることができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請する。

記

1.�少人数学級を中学校・高校まで拡充するなど、さらなる教職員の定数改善を行うこと。

２.�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の国負

担割合を２分の1に引き上げること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和３年６月18日　　　　　　　　　

� 　佐賀県上峰町議会

国に対し
意見書を提出

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担
制度拡充に係る意見書

全
員

賛
成
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予

算

歳入
117億

5,349万8千円

歳出
117億

5,349万8千円

町税
12億5,848万3千円
10.7%

地方交付税
9億7,700万円
8.3%

国庫支出金
8億3,605万7千円
7.1%

県支出金
3億3,382万9千円
2.8%

繰入金
35億6,312万9千円
30.3%

町債
2億5,341万9千円
2.2%

寄附金
40億11万1千円
34.0%

その他
5億3,147万円
4.6%

総務費
73億5,938万4千円
62.6%

民生費
14億643万8千円
12.0%

農林水産業費
4億782万7千円
3.5%

土木費
4億2,579万円
3.6%

教育費
5億8,953万円
5.0%

公債費
3億6,057万8千円
3.1%
その他
2億6,537万2千円
2.2%

消防費
2億959万円
1.8%

衛生費
7億2,898万9千円
6.2%

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 6億１,795万１千円
◎財政調整基金繰入金� ８,4１7万８千円
◎新型コロナウイルス感染症対応地方創生
　臨時交付金� 6,794万7千円
◎地域通貨チャージ収入� 6,5００万円
◎防衛施設周辺道路改修等整備事業補助金
� 5,2８3万4千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎地域ブランディング事業業務委託料� 3億円
◎地域通貨発行負担金� １億2,7００万円
◎ふるさと納税業務委託料�１億１,８7１万4千円
◎道路新設改良費
　・調査設計業務委託料� 7,753万８千円
◎町道補修等工事� 5,１62万6千円

一 般 会 計

本会期までの累計

�令和３年度　　正予算補

10億9，650万9千円増額して、総額117億5，349万8千円となる。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
25万円を増額し、9億2,452万7千円となる。
農業集落排水特別会計
3,7００万円を増額し、6億3,８49万7千円となる。

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。
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議
案
審
議

県政功労者知事表彰
受　賞　者　吉富　　隆（現町議）
受賞理由　�上峰町議会議員として約22年

地方自治の分野で育成発展に
貢献し、特別功績があったと
して受賞されました。

叙勲
　死亡叙勲
受　章　者　石丸　三好（元町議）
勲章種類　旭日單光章
受章理由　�上峰町議会議員を約19年務め

られ、地方自治の発展に尽力
されたとして受章されました。

議会を傍聴して
みませんか

　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴してい
ただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、9月１０日（金）
から27日（月）までを予定しています。
　一般質問は2１日（火）および22日（水）
の予定です。

納税証明書
全議員提出

　上峰町議会議員政治倫理条例第６条には
「議員は、上峰町から賦課されている税の
滞納のない証明書を毎年５月31日までに議
長に提出しなければならない。」と規定し
ています。
　この規定に基づき、全議員から税の滞納
のない証明書が提出されました。

叙勲
　高齢者叙勲
受　章　者　矢動丸　林（元町議）
勲章種類　旭日單光章
受章理由　�上峰町議会議員を12年務めら

れ、地方自治の発展に尽力さ
れたとして受章されました。
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一
般
質
問

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

一般
質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称　／　教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

大川　隆城　議員

問
そ
の
後
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
計
画
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
令

和
３
年
４
月
23
日
設
立
、

組
成
後
の
内
部
規
律
を

問
変
則
五
差
路
整
備
の
進

捗
は
ど
う
進
む
の
か
。

問
昨
年
７
月
東
部
土
木

事
務
所
に
一
級
河
川

の
浚
渫
等
要
望
活
動
を

さ
れ
た
が
進
捗
は
ど
う

か
。答

建
設
課
長　
県
が
令

和
２
年
度
創
設
さ
れ

た
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

が
令
和
６
年
度
ま
で
の

５
ケ
年
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
人
家
へ
の
危
険

度
に
応
じ
て
優
先
度
の

高
い
順
に
工
事
が
さ
れ

る
。
計
画
期
間
内
の
実

施
に
向
け
て
強
く
要
望

問
L
G
B
T
Q
※

の

方
々
へ
の
関
心
が
全

国
的
に
高
ま
っ
て
い
る

中
、
誹
謗
中
傷
す
る
発

言
も
多
い
。
町
内
に
も

L
G
B
T
Q
の
人
が
お

ら
れ
る
が
理
解
度
を
高

め
る
た
め
の
研
修
会
や
講

演
会
の
開
催
や
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
総
務
課
長　
こ
れ
ま

で
研
修
を
や
っ
て
い

た
が
、
今
後
正
し
い
知

識
の
理
解
増
進
を
図
る

た
め
研
修
や
講
演
会
に

取
り
組
む
。パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
も
全
国
103

確
立
し
、予
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
資
金
調
達
を
図

る
た
め
金
融
機
関
等
の

感
触
を
探
っ
て
い
る
。

今
後
の
計
画
等
の
情
報

発
出
は
合
同
会
社
か
ら

行
な
わ
れ
る
。

答
建
設
課
長　
今
年
度

防
衛
省
補
助
事
業
と

事
業
を
進
め
て
い
く
。

今
回
の
補
正
予
算
の
内

容
は
交
差
点
部
を
中
心

と
し
た
実
施
設
計
、
用

地
測
量
、
用
地
買
収
を

考
え
て
い
る
。
来
年
度

も
用
地
買
収
、
補
償
等

発
生
す
る
の
で
来
年
度

以
降
も
工
事
は
厳
し
い

か
と
は
思
っ
て
い
る
。

し
て
町
道
下
津
毛
三
田

川
線
が
新
規
採
択
さ
れ

た
。
こ
の
路
線
上
の
他

の
交
差
点
と
共
に
交
差

点
改
良
を
重
点
と
し
た

す
る
。
今
年
度
は
、
切

通
川
の
国
道
34
号
線
か

ら
県
道
北
茂
安
三
田
川

線
間
の
伐
木
浚
渫
が
計

画
さ
れ
一
部
は
着
工
。

答
町
長　
今
年
度
、
新

規
事
業
の
流
域
治
水

事
業
が
で
き
ダ
ム
や
た

め
池
の
活
用
、
ク
リ
ー

ク
や
水
田
の
活
用
の
中

に
浚
渫
等
も
含
ま
れ
る

と
理
解
す
る
。
県
と
協

議
し
引
き
続
き
浚
渫
の

要
望
を
し
て
い
く
。

自
治
体
が
導
入
、
利
用

者
１
，７
４
１
組
（
令
和

３
年
４
月
１
日
現
在
）

と
な
り
佐
賀
県
も
今
年
度

導
入
予
定
、
唐
津
市
も
検

討
中
。
多
様
性
を
認
め
合

う
共
生
社
会
実
現
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

答
町
長　
知
人
の
子
ど

も
さ
ん
が
L
G
B
T

Q
だ
と
い
う
こ
と
が

き
っ
か
け
で
基
本
的
人

権
の
問
題
と
理
解
し
た
。

違
い
は
間
違
い
で
は
な

く
差
別
の
解
消
の
視
点

で
多
様
性
を
理
解
し

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
を
整
え
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
整
備
の
進
捗
は

資
金
調
達
に
向
け
鋭
意
努
力
中

変
則
五
差
路
の
整
備
は

防
衛
省
補
助
事
業
で
整
備
す
る

河
川
整
備
要
望
活
動
を

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

導
入
を

制
度
を
整
え
た
い

ほ
か
に

○�

切
通
交
差
点
改
良
工
事
に
つ
い
て

○�

小
学
校
プ
ー
ル
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

※
L
G
B
T
Q
の
「
Q
」
と
は

性
的
指
向
や
性
自
認
が
未
確
定
の
人
。
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一
般
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業

は
、
令
和
３
年
３
月
31

日
か
ら
65
歳
以
上
の
２
，

６
0
３
人
に
接
種
券
を

送
付
し
た
。
４
月
１
日

か
ら
予
約
受
付
を
開
始

し
５
月
31
日
現
在
１
，９

７
８
人
、
約
76
％
が
予

約
を
完
了
し
て
い
る
。

　

接
種
は
４
月
19
日
か

ら
医
療
従
事
者
へ
の
接

種
、
４
月
27
日
か
ら
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団

接
種
、
５
月
７
日
か
ら

高
齢
者
施
設
で
の
接
種
、

問
こ
れ
か
ら
、
上
峰
町

の
接
種
券
の
送
付
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
60

歳
か
ら
64
歳
に
つ
い

て
６
月
下
旬
に
、
接
種

券
を
送
付
し
、
７
月
上

旬
か
ら
受
付
け
を
す
る
。

そ
の
下
の
年
齢
に
は
、

問
町
道
の
改
修
、
側
溝

の
蓋
が
な
い
側
溝
改

修
の
考
え
は
。

答
建
設
課
長　
交
通
状

況
の
変
化
や
、
住
宅

地
域
の
側
溝
等
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
修

繕
や
更
新
が
必
要
な
箇

所
が
あ
る
こ
と
は
十
分

に
認
識
し
て
い
る
。
今

問
町
有
地
に
、
遊
具
の

設
置
は
で
き
な
い
の

か
。答

財
政
課
長　
住
宅
開

発
の
際
に
、
町
に
寄

年
度
、
舗
装
工
事
や
側

溝
の
修
繕
や
更
新
を
計

画
し
て
い
る
。

要望
側
溝
の
蓋
が
な
い
と

車
の
脱
輪
や
歩
行
者

が
落
ち
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
、
側
溝
の
蓋
の

設
置
を
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

附
さ
れ
た
緑
地
２
箇
所

に
遊
具
を
設
置
し
た
い
。

７
月
に
入
っ
て
接
種
券

を
送
付
す
る
。

問
現
役
世
代
の
、
夜
間

接
種
の
考
え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
医

療
機
関
と
相
談
し
調

整
し
て
い
く
。

５
月
15
日
か
ら
医
療
機

関
で
の
個
別
接
種
を
開

始
し
た
。
６
月
６
日
で

１
回
目
の
接
種
を
し
た

人
が
１
，１
２
５
人
、
約

43
・
２
％
、
２
回
目
の
接

種
が
完
了
し
た
人
が
188

人
、
7.2
％
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
７
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
。

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副

反
応
は
あ
っ
た
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
副

反
応
は
、
腕
の
腫
れ

や
赤
み
、
そ
れ
か
ら
倦

怠
感
で
あ
る
。
大
き
な

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
は
な

い
。

側溝改良（井手口地区）

遊具設置予定地（下津毛地区）

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は

７
月
中
に
完
了

側
溝
の
改
修
は

修
繕
や
更
新
を
計
画

遊
具
設
置
は

２
箇
所
に
設
置

寺﨑　太彦　議員

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
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一
般
質
問

前牟田学習等供用施設前の町道

避
難
道
路
の
確
保
は

災
害
別
に
避
難
所
を
設
置

理
対
策
監
は
ど
う
思
う

か
。答

危
機
管
理
対
策
監　

避
難
所
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
種
別
と
い
う

か
、
地
震
用
、
洪
水
用
、

土
砂
災
害
用
と
い
う
ふ

う
に
分
か
れ
て
い
る
。

議
員
が
言
わ
れ
て
い
る

前
牟
田
学
習
等
供
用
施

設
は
、土
砂
災
害
、地
震
、

こ
れ
を
対
象
と
し
て
お

り
、
基
本
的
に
は
水
害

の
と
き
は
開
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。

問
学
習
等
供
用
施
設
は

「
水
害
の
避
難
所
に

は
な
っ
て
い
な
い
」
と

の
こ
と
だ
が
、
で
は
前

牟
田
地
区
の
人
々
は
、

ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

そ
も
そ
も
避
難
所
と

い
う
の
は
、
難
を
の
が

れ
る
場
所
と
い
う
も
の

で
、
豪
雨
の
時
に
避
難

所
と
し
て
適
切
か
と
い

う
と
適
切
で
は
な
い
の

で
、
例
え
ば
町
民
セ
ン

タ
ー
等
に
避
難
し
て
い

雨
水
が
町
道
に
ダ
イ
レ

ク
ト
に
排
水
さ
れ
て
い

る
。
本
来
、
駐
車
場
内

の
雨
水
は
、
場
内
で
集

水
し
て
西
側
の
水
路
に

排
水
す
る
よ
う
指
導
す

る
べ
き
で
あ
る
。
次
の

議
会
で
再
質
問
を
し
た

い
。

問
私
の
質
問
の
答
え
に

な
っ
て
い
な
い
。
令

和
２
年
９
月
の
議
会
で

同
じ
質
問
に
対
し
、
冠

水
対
策
だ
け
で
な
く
、

「
排
水
ま
で
考
え
た
対
策

を
取
る
必
要
が
あ
る
の

で
時
間
を
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
調
査
結
果
に
基

づ
く
と
、「
何
箇
所
で
総

延
長
が
何
㎞
に
な
り
、

概
算
総
事
業
費
が
い
く

ら
に
な
る
。
何
ヶ
年
事

業
で
実
施
し
、
避
難
道

路
の
確
保
を
完
了
し
た

い
。」
と
い
う
答
弁
を
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
建
設
課
長　
先
程
も

申
し
上
げ
た
が
、
県

単
独
補
助
事
業
と
し
て

佐
賀
県
流
域
治
水
推
進

事
業
を
活
用
し
、
今
年

度
に
調
査
計
画
を
し
た

い
。問

あ
な
た
た
ち
は
常
襲

水
害
地
の
人
々
の
気

持
ち
が
解
っ
て
い
な
い
。

道
路
冠
水
が
30
㎝
以
上

深
く
な
る
と
、
車
は
通

行
で
き
な
い
。軽
ト
ラ
ッ

ク
自
動
車
で
も
マ
フ

ラ
ー
が
浸
り
、
エ
ン
ス

ト
を
す
る
。
自
動
車
の

マ
フ
ラ
ー
が
浸
る
と
エ

ン
ジ
ン
は
ス
ト
ッ
プ
し

て
走
行
で
き
な
い
。
こ

ん
な
状
況
を
、
ど
う
す

る
の
か
。
こ
の
よ
う
な

建
設
課
の
な
ま
ぬ
る
い

対
応
に
つ
い
て
、
私
は

憤
り
を
感
じ
る
。
前
牟

田
学
習
等
供
用
施
設
も

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
こ
の
前
の
町

道
も
、通
行
止
め
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
道
路
施

策
に
つ
い
て
、
危
機
管

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

所感
町
民
セ
ン
タ
ー
の
前

の
町
道
も
30
㎝
位
冠

水
す
る
。
そ
れ
か
ら
災

害
の
種
類
毎
に
、
避
難

所
を
変
え
る
と
い
う
考

え
は
い
た
だ
け
な
い
。

ま
た
、
庁
舎
の
北
側
に

駐
車
場
が
新
設
さ
れ
て

い
る
が
、
駐
車
場
内
の

問
道
路
冠
水
に
よ
り
避

難
道
路
が
通
行
で
き

な
い
町
道
が
、
ま
だ
前

牟
田
地
区
に
は
数
箇
所

あ
る
が
、
冠
水
道
路
の

か
さ
上
げ
工
事
の
計
画

報
告
を
！！

答
建
設
課
長　
佐
賀
県

流
域
治
水
推
進
事
業

費
補
助
金
を
使
い
、
大

字
前
牟
田
地
区
の
浸
水

被
害
が
あ
る
区
域
に
つ

い
て
、
調
査
の
ほ
う
を

実
施
し
た
い
。
ま
た
、

一
部
区
間
は
地
区
要
望

に
基
づ
き
、
道
路
か
さ

上
げ
工
事
を
実
施
予
定
。

吉田　豊　議員

ほ
か
に

○�

外
記
の
溜
池
の
調
整
池
機
能
の
活
用
対
策
は

○�

老
人
福
祉
対
策
と
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
自

己
負
担
を
現
行
一
割
に
で
き
な
い
か

○�

学
歴
詐
称
問
題
で
の
、
第
三
者
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て
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一
般
質
問

増
資
の
動
き
が
あ
る

イ
オ
ン
跡
地
再
開
発
へ
の
出

資
と
利
益
配
分
に
つ
い
て

本
年
度
に
測
量
と
設
計
、
来
年
度
工
事
予
定

グ
リ
ー
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
北

部
の
法
面
崩
壊
の
復
旧
は

７
月
上
旬
か
ら
予
約
受
付
の
予
定

６４
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問
イ
オ
ン
跡
地
の
再
開

発
を
担
う
会
社
（
町

は
評
価
額
約
５
億
円
の

土
地
を
出
資
。
事
業
者

は
２
，７
９
0
万
円
を
出

資
。）
が
４
月
に
設
立
さ

れ
、
そ
の
出
資
比
率
は

町
95
％
、
事
業
者
５
％

で
あ
る
が
、
利
益
配
分

は
町
、
事
業
者
と
も

50
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
出
資
比
率
に
対
す

る
利
益
配
分
は
事
業
者

を
優
遇
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
会
社
が
将
来

に
わ
た
り
町
に
多
大
な

損
失
を
与
え
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
が
。

問
グ
リ
ー
ン
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
北
部
の
法
面
崩

壊
は
、
平
成
30
年
７
月

の
被
災
か
ら
３
年
経
過

し
て
い
る
が
、
本
格
的

な
復
旧
は
さ
れ
て
い
な

い
。
復
旧
の
目
途
は
。

答
建
設
課
長　
本
年
度

に
測
量
と
設
計
を

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
状
況
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
65

歳
以
上
の
接
種
者

は
、
６
月
６
日
現
在
で

１
回
目
は
１
，１
２
５
人

で
43
・
２
％
、
２
回
目

は
１
８
８
人
で
７
・
２
％

で
あ
る
。
７
月
末
に
は

希
望
す
る
高
齢
者
へ
の

接
種
が
で
き
る
よ
う
進

め
て
い
る
。

問
64
歳
位
以
下
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
６

月
末
か
ら
60
歳
か
ら

64
歳
の
人
、
障
害
を
お
持

ち
の
人
、
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
へ
接
種
券
を
送
付

し
、
７
月
上
旬
か
ら
予
約

受
付
を
予
定
し
て
い
る
。

問
基
礎
疾
患
の
あ
る
人

の
把
握
は
難
し
い
と

答
創
生
室
長　
事
業
者

は
１
回
の
出
資
だ
け

で
は
な
く
追
加
出
資
の

可
能
性
は
あ
る
。

問
あ
く
ま
で
室
長
の
考

え
で
あ
り
不
確
実
で

あ
る
。
リ
ス
ク
の
95
％
を

町
が
負
う
よ
う
な
会
社

を
ど
う
し
て
町
が
進
め
て

い
く
の
か
疑
問
で
あ
る
が
。

答
創
生
室
長　
事
業
者

に
増
資
の
動
き
が
あ

る
が
、
増
資
額
は
つ
か

ん
で
い
な
い
。

問
出
資
金
の
比
率
を
勘

案
せ
ず
、
利
益
配
分

だ
け
50
％
に
決
め
て
事

業
者
を
募
集
し
た
こ
と

し
、
地
元
の
人
等
と
協

議
の
上
、
来
年
度
に
工

事
予
定
で
あ
る
。

要望
人
災
に
も
な
り
か
ね

な
い
箇
所
な
の
で
、

早
急
な
工
事
を
お
願
い

す
る
。

思
う
が
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
広

報
紙
等
で
お
知
ら
せ

し
、
自
己
申
告
を
し
て

も
ら
う
。

問
今
回
拡
充
さ
れ
た
12

歳
か
ら
15
歳
へ
の
接

種
は
大
変
心
配
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
負
担
の

か
か
ら
な
い
方
法
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

答
健
康
福
祉
課
長　
副

反
応
な
ど
が
心
配
さ

れ
る
の
で
、
慎
重
な
協

議
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。問

拡
大
防
止
に
有
効
な

自
動
水
栓
や
抗
ウ
イ

ル
ス
製
品
の
検
討
は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

関
係
部
署
と
調
整
し

前
向
き
に
進
め
て
い
き

た
い
。

が
お
か
し
い
。
今
回
実

施
す
る
開
発
方
式
は
日

本
に
お
い
て
実
施
例
が

な
く
、
そ
れ
を
い
い
こ

と
に
事
業
を
進
め
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
が
。

答
町
長　
出
資
比
率
と

開
発
方
式
の
良
し
悪

し
は
説
明
で
き
る
人
を
リ

ク
ル
ー
ト
し
、
今
後
の
議

会
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

所感
先
駆
国
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
の
市
に
お
い
て

は
、
市
は
保
有
す
る
土

地
を
出
資
し
、
事
業
者

は
現
金
を
出
資
し
て
開

発
を
実
施
。
そ
の
出
資

比
率
は
50
％
ず
つ
で
あ

り
、
利
益
配
分
も
50
％

ず
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
常
識
的
な
考

え
方
だ
と
思
う
が
、
本

町
は
日
本
で
の
実
施
例

が
な
い
の
を
い
い
こ
と

に
、
町
の
利
益
を
度
外

視
し
て
事
業
を
進
め
て

い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

　

町
の
利
益
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称　／　教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

原　直弘　議員
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一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称　／　教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

原田　希　議員

集団接種会場（町民センター）

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
く

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
は

世
代
ご
と
に
進
め
る

答
創
生
室
長　
や
り
方

と
し
て
幾
つ
か
あ
る

と
以
前
説
明
し
た
が
、

合
同
会
社
自
体
が
そ
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
っ

て
調
達
が
で
き
れ
ば
、

町
に
と
っ
て
一
番
よ
い

や
り
方
で
は
な
い
か
と

考
え
、
ま
ず
こ
の
手
法

を
検
討
す
る
に
当
り
、

借
地
権
を
放
棄
す
る
と

い
う
手
法
を
入
れ
た
。

問
新
し
く
で
き
る
機
能

に
注
目
が
行
き
が
ち

だ
が
、
今
あ
る
も
の
と

の
連
携
に
つ
い
て
も
各

課
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
同
時
進
行
で
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

を
発
送
し
て
世
代
ご
と

に
協
議
し
て
進
め
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

接
種
の
順
位
に
つ
い
て

は
年
齢
の
高
い
世
代
か

ら
開
始
さ
れ
る
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
基

本
的
に
は
、
接
種
券

発
送
後
に
は
、
世
代
別

に
受
付
期
間
を
設
け
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考

答
創
生
室
長　
機
能
を

分
解
し
た
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
分
け
た
り
な
ど
、

考
え
方
も
様
々
お
持
ち

だ
と
思
う
の
で
、
有
用

な
意
見
に
関
し
て
聴
取

の
機
会
を
設
け
た
い
。

問
町
民
へ
の
情
報
発

信
、
議
会
と
の
情
報

共
有
も
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
町
長　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
所
を
、

過
去
に
倍
し
て
し
っ
か
り

示
し
て
い
く
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
問
題
点
が

議
論
の
俎
上
に
上
が
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
し
っ
か
り

説
明
し
て
い
け
る
環
境

が
整
う
と
考
え
て
い
る
。

え
て
い
る
。

問
今
後
、
周
知
の
た
め

の
チ
ラ
シ
を
配
布
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

内
容
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
分

か
り
や
す
い
内
容
を

伝
え
る
の
が
一
番
だ
と

思
っ
て
い
る
。
一
番
関

心
が
あ
る
の
が
自
分
が

い
つ
接
種
で
き
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
。
そ
こ

に
つ
い
て
も
、
具
体
的

に
お
示
し
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
が
設
立
さ
れ
、
現

段
階
で
は
組
成
後
の
内

部
規
律
を
確
立
し
つ
つ
、

予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調
達

を
図
る
た
め
、
金
融
機

関
等
の
感
触
を
探
っ
て

い
る
。

問
議
案
の
中
で
、
借
地

権
の
放
棄
が
出
て
い

る
が
、
今
あ
る
建
物
に

関
し
て
は
、
合
同
会
社

で
解
体
を
さ
れ
る
の
か
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
捗
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
65

歳
以
上
の
対
象
者
に

接
種
券
を
送
付
。
４
月

１
日
か
ら
予
約
を
開
始

し
、
76
％
の
人
が
予
約

を
完
了
し
て
い
る
。
医

療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
７
月
末
ま
で
に
希

望
す
る
高
齢
者
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
６
月

末
か
ら
60
歳
か
ら
64
歳

の
人
、
64
歳
以
下
の
障

が
い
を
お
持
ち
の
人
へ
、

接
種
券
の
送
付
を
し
、

７
月
上
旬
か
ら
予
約
の

受
付
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
７
月
以
降
に
つ
い
て

は
、
一
斉
に
接
種
券

ほ
か
に

○�

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
未
舗
装
道
路
に
つ
い
て
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一
般
質
問

田中　静雄　議員

問
町
南
部
の
江
迎
地

区
、
前
牟
田
地
区
は

道
路
冠
水
な
ど
の
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
対

策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
碇
地
区

の
道
路
か
さ
上
げ
を

令
和
元
年
度
に
行
な
い
、

翌
年
度
に
は
道
路
と
圃

場
と
の
境
界
を
示
し
、

冠
水
水
位
が
分
か
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
寺
家

一
地
区
、
野
間
口
地
区

の
道
路
か
さ
上
げ
を
実

施
。
今
年
度
、
補
助
金

を
活
用
し
た
調
査
を
行

な
い
、
ま
た
地
区
か
ら

の
要
望
を
加
え
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
ク
リ
ー
ク
を
調
整
池

と
し
て
活
用
し
た
ら

ど
う
か
。
ク
リ
ー
ク
か

ら
放
水
路
を
造
っ
て
大

雨
情
報
が
出
る
前
に
切

通
し
川
、
井
柳
川
に
放

流
し
ク
リ
ー
ク
の
水
位

を
10
㎝
位
ま
で
に
下
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
道
路

冠
水
の
対
策
に
な
る
と

思
う
。
こ
の
こ
と
は
町

外
の
自
治
体
で
も
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
。

答
建
設
課
長　
ク
リ
ー

ク
を
治
水
に
活
用
す

る
こ
と
は
、
佐
賀
県
流

域
治
水
推
進
事
業
補
助

金
の
資
料
に
あ
る
よ
う

に
、
ク
リ
ー
ク
や
水
源

問
た
め
池
の
水
位
を
調

整
す
る
た
め
の
ゲ
ー

ト
を
設
け
て
事
前
に
水

位
を
下
げ
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

答
産
業
課
長　
緊
急
対

策
の
水
門
の
ゲ
ー
ト

を
最
近
の
た
め
池
事
業

で
は
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
放
水
先

に
つ
い
て
は
、
調
査
計

画
を
や
っ
て
い
る
が
、

計
画
を
煮
詰
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

の
活
用
で
事
前
放
流
に

よ
り
内
水
対
策
を
行
な

う
も
の
で
あ
る
。

要望
前
牟
田
、
江
迎
地
区

と
も
、よ
く
相
談
し
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し

て
検
討
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

問
外
記
の
た
め
池
下
流

の
水
害
に
つ
い
て
は

何
回
と
な
く
質
問
し
て

来
た
が
対
策
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
具
体
的

な
計
画
は
な
い
が
、

対
策
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
補
助
金
を
活

用
し
た
調
査
の
実
施
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
中
心
市
街
地
開
発
に

向
け
て
の
現
在
の
進

行
状
況
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
官
民
共

同
事
業
体
と
な
る
合

同
会
社
つ
ば
き
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

本
年
４
月
23
日
に
登
記

設
立
さ
れ
、
中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
を
牽
引

し
て
い
く
事
業
体
と
な

り
、
現
段
階
で
は
、
組

成
後
の
内
部
規
律
を
確

立
し
つ
つ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
資
金
調
達
を
図

る
た
め
、
金
融
機
関
等

の
感
触
を
探
っ
て
い
る
。

問
着
々
と
進
ん
で
い
る

と
聞
く
が
、
も
っ
と

進
ん
で
い
る
と
思
っ
て

い
た
。
予
定
通
り
進
ん

で
い
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
予
定
と

い
う
も
の
を
今
、
つ

く
り
上
げ
て
い
る
最
中

で
、着
実
に
進
ん
で
い
る
。

問
開
発
に
つ
い
て
の
情

報
発
信
は
合
同
会
社

で
行
う
と
い
う
こ
と
だ

が
、
行
政
か
ら
の
情
報

発
信
は
、
ど
の
よ
う
な

形
で
行
な
わ
れ
る
の
か
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
が
中
心
に
な
っ

て
、
先
行
的
に
情
報
発

信
す
る
の
は
合
同
会
社

の
役
割
で
、
町
は
合
同
会

社
と
同
タ
イ
ミ
ン
グ
か
、

ま
た
追
随
し
て
発
信
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

町
内
の
水
害
対
策
は
進
ん
で
い
る
か

地
区
か
ら
の
要
望
を
加
え
、
対
策
を
講
じ
る

中
心
市
街
地
開
発
の
進
行
状
況
は

合
同
会
社
が
事
業
を
牽
引
す
る

外記のため池

ほ
か
に

○�

切
通
川
堤
防
越
水
対
策
は
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一
般
質
問

吉富　隆　議員

問
町
道
八
枚
・
碇
線
の

進
捗
状
況
は
。

答
建
設
課
長　
町
道
八

枚
・
碇
線
の
道
路
改

良
事
業
の
進
捗
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
に

概
略
設
計
を
し
、
平
成

29
年
度
よ
り
国
庫
補
助

事
業
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
の
新

規
整
備
路
線
と
し
て
進

め
て
き
た
。
事
業
内
容

は
、
平
成
29
年
度
に
路

線
測
量
業
務
、
平
成
30

年
度
に
設
計
業
務
、
令

和
２
年
度
に
道
路
用
地

購
入
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
上
峰
町

も
出
資
し
て
い
る
一

構
成
員
で
あ
る
が
、
会

社
組
織
の
在
り
方
と
し

て
以
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
事
業
を

牽
引
し
て
い
く
合
同
会

社
、
つ
ば
き
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

発
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問
合
同
会
社
設
立
日
は
。

答
創
生
室
長　
令
和
３

年
４
月
23
日
に
登
記

設
立
さ
れ
た
。

問
合
同
会
社
の
組
織
に

つ
い
て
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
の
組
織
体
系
に
つ

い
て
は
、
３
グ
ル
ー
プ

を
含
む
12
者
の
民
間
事

業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
上
峰

問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答
町
長　
補
助
金
の
内

定
が
出
た
ら
直
ち
に

議
員
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
を
し
、
予
算
が
つ
け

ば
執
行
で
き
る
状
況
ま

で
来
て
い
る
の
で
、
今

後
と
も
進
捗
を
議
場
に

て
報
告
を
し
、
令
和
４

年
度
の
実
施
に
向
け
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
大
雨
時
の
避
難
場
所

は
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

風
水
害
を
対
象
と
し

た
避
難
場
所
は
町
民
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
13
者
の
社
員
で
構

成
さ
れ
、
う
ち
６
者
を

業
務
執
行
社
員
と
し
、

業
務
執
行
社
員
会
を
構

成
し
、
業
務
の
中
核
を

担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問
事
業
は
進
め
て
も
ら

い
た
い
が
、
財
政
的

に
町
か
ら
歳
出
す
る
費

用
が
心
配
で
あ
る
が
。

答
町
長　
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
は
、
使
途

目
的
が
分
類
さ
れ
て
い

る
の
で
、
使
い
方
と
し

て
一
過
性
で
ハ
ー
ド
な

も
の
に
充
て
な
が
ら
、

持
続
性
を
担
保
で
き
る

よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
の

税
収
減
、
人
口
減
な
ど

に
備
え
た
使
い
方
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

要望
町
の
財
政
に
大
き
な

影
響
が
な
い
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

問
大
雨
時
に
は
、
碇
地

区
は
一
番
は
じ
め
に

孤
立
を
す
る
。
避
難
時

に
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー

ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
八
枚
・
碇

線
の
改
良
を
早
急
に
お

願
い
す
る
。

答
町
長　
令
和
４
年
度

の
予
算
確
保
に
努
力

す
る
。

合
同
会
社
か
ら
発
出
さ
れ
る

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称　／　教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

道路改良工事予定の町道八枚・碇線

中心市街地活性化事業予定地

次
年
度
の
予
算
確
保
に
努
め
る

町
道
八
枚
・
碇
線
に
つ
い
て
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一
般
質
問

鈴木　千春　議員

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
は

７
月
末
を
め
ど
に
希
望
者
へ
接
種

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現

状
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
３

月
31
日
か
ら
65
歳
以

上
の
対
象
者
２
，６
0
３

人
に
接
種
券
を
送
付
。

４
月
１
日
か
ら
予
約
を

開
始
し
、
５
月
31
日
時

点
で
１
，９
７
８
人
が
予

約
を
完
了
さ
れ
て
い
る
。

６
月
６
日
現
在
、
１
回

目
の
接
種
を
し
た
人
が

１
，１
２
５
人
、
２
回
目

の
接
種
を
完
了
し
た
人

が
188
人
と
な
っ
て
い
る
。

７
月
末
ま
で
に
希
望
す

る
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
実
施
で
き
る

よ
う
進
め
る
。

問
予
約
済
み
で
未
接
種

の
人
は
853
人
。
こ
こ

で
、
厚
労
省
が
示
し
た

７
月
末
ま
で
の
65
歳
以

上
の
方
の
接
種
完
了
に

つ
い
て
、
現
実
的
に
可

能
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　

今
、
１
週
間
で
接
種

で
き
る
人
数
は
集
団
接

種
で
220
人
で
個
別
接
種

は
380
人
、
計
600
人
の
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
７
月
末
を

め
ど
に
接
種
が
で
き
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。

問
予
約
さ
れ
て
い
な
い

人
は
625
人
。
こ
の
中

に
は
打
た
な
い
こ
と
を

選
択
さ
れ
て
い
る
人
と

打
ち
た
い
け
ど
打
て
て

な
い
人
が
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
打
ち
た

い
け
ど
打
て
て
い
な
い
人

を
救
い
上
げ
る
方
法
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
現

在
、
民
生
委
員
の
方

に
独
り
暮
ら
し
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
接
種
の

状
況
に
つ
い
て
確
認
い

た
だ
い
て
い
る
。
無
理

に
接
種
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
接
種
を
し
た

か
を
確
認
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
接
種
を
希

望
さ
れ
て
い
る
か
確
認

を
個
別
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

問
接
種
を
希
望
さ
れ
な

い
人
も
一
定
数
お
ら

れ
る
。
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
が
、
差
別

に
繋
が
り
か
ね
な
い
。

対
応
と
し
て
の
考
え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
打

た
な
い
人
、
感
染
さ

れ
た
人
に
つ
い
て
も
同

じ
状
況
が
見
え
、
人
権

は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

常
に
発
信
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

要望
情
報
発
信
の
方
法
に

つ
い
て
、
他
自
治
体

を
参
照
す
る
と
Ｑ
＆
Ａ

を
掲
示
し
て
い
る
事
例

が
あ
っ
た
。
是
非
と
も

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

問
進
め
て
い
く
べ
き
タ

ス
ク
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
か
。

答
創
生
室
長　
大
き
く

大
別
す
る
と
、
内
部

規
定
調
整
、
資
金
調
達

計
画
、
解
体
除
去
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
見
通
し
見

極
め
と
工
事
工
程
な
ど
。

あ
と
は
基
本
設
計
、
詳

細
設
計
、テ
ナ
ン
ト
リ
ー

シ
ン
グ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
と
か
、
県
、

あ
る
い
は
他
の
官
公
署

と
の
調
整
、
相
談
等
が

民
間
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

様
と
も
共
有
す
べ
き
タ

ス
ク
と
な
る
。

問
金
融
機
関
の
感
触
を

探
っ
て
い
る
と
は
。

答
創
生
室
長　
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｖ
と
い
う
方
式
を

使
っ
た
町
と
し
て
の
取

り
組
み
、一
応
の
ス
キ
ー

ム
、
こ
れ
を
金
融
機
関
、

ノ
ン
バ
ン
ク
も
含
め
て

ま
ず
は
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
か
を
今
聞

き
取
り
し
て
い
る
状
況
。

要望
意
思
決
定
の
50
％
が

あ
る
と
い
う
点
と
、

室
長
は
副
代
表
社
員
で

あ
る
の
で
、
２
点
要
望

す
る
。
１
点
目
は
、
し
っ

か
り
進
捗
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
、
２
点
目

は
情
報
に
つ
い
て
可
能

な
限
り
積
極
的
な
発
信

を
要
望
す
る
。

答
創
生
室
長　
進
め
方

に
つ
い
て
、
平
た
ん

な
道
で
は
な
い
と
思
う

が
、
全
体
的
に
牽
引
で

き
る
よ
う
な
形
で
の
取

り
組
み
が
で
き
れ
ば
と

い
う
思
い
で
進
め
て
い

き
た
い
。
情
報
発
信
の

在
り
方
は
、
検
討
し
な

が
ら
共
有
と
い
う
形
で

当
然
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

随時予約を
受付

接種を希望されて
いるが打ててない人

民生委員により
確認

予約済
1,978人

65歳以上の人
2,603人

７月末までに
完了めど

１回目接種済
1,125人

２回目接種済
188人

未接種
853人

様子を見てから
接種をしたい人

未予約
625人

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

牽
引
で
き
る
よ
う
な
形
で
取
り
組
み
た
い

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称　／　教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

ほ
か
に

○�

農
業
課
題
解
決
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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問
政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
生
活
困
窮
世
帯

へ
多
種
多
様
な
生
活
支
援

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

当
町
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
考
え
を
。

答
健
康
福
祉
課
長　
令

和
元
年
と
令
和
２
年

度
を
比
較
す
る
と
、
生

活
保
護
の
相
談
件
数
は

約
1.8
倍
に
増
え
て
い
る
。

生
活
困
窮
だ
け
で
な
く
、

介
護
や
医
療
な
ど
複
雑

な
課
題
を
抱
え
て
い
る

人
も
多
く
、
包
括
的
な

相
談
支
援
体
制
と
専
門

機
関
と
の
連
携
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

個
々
の
課
題
解
決
に
向

問
当
町
で
も
今
年
６
月

１
日
時
点
で
合
計
28

名
の
人
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
羅
患
さ
れ

た
。
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、

症
状
の
あ
る
本
人
や
濃

厚
接
触
者
と
認
め
ら
れ

た
人
は
無
料
だ
が
、
そ

れ
以
外
の
人
は
接
触
は

あ
っ
て
も
検
査
の
無
料

対
象
で
は
な
い
。
自
費

検
査
を
受
け
る
場
合
の

費
用
は
約
２
万
円
。
住

民
の
安
全
・
安
心
の
た

問
令
和
元
年
５
月
、
改

正
デ
ジ
タ
ル
手
続
法

に
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
の
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
が
努
力
義

務
と
さ
れ
た
が
。

答
総
務
課
長　
住
民
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
は
、
２

0
２
２
年
度
末
を
目
指
し

問
本
年
の
町
長
選
で
現

町
長
は
地
域
通
貨
を

大
胆
に
使
う
と
明
言
し

て
い
た
。
全
体
像
が
わ

か
る
よ
う
ま
た
、
具
体

的
に
説
明
を
お
願
い
し

た
い
。

答
産
業
課
長　
地
域
通

貨
と
は
法
定
通
貨
で

は
な
い
が
、
あ
る
目
的
や

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

な
ど
で
法
定
通
貨
と
同
等

の
価
値
、
あ
る
い
は
全
く

異
な
る
価
値
が
あ
る
も
の

と
し
て
発
行
さ
れ
、
使
用

さ
れ
る
。
当
町
に
お
い
て

は
電
子
地
域
通
貨
「
ミ
ネ

保
育
施
設
の
利
用
申
し
込

み
、
児
童
扶
養
手
当
の
現

状
届
や
ま
た
、
被
災
者
支

援
関
係
で
は
罹
災
証
明
書

の
発
行
申
請
な
ど
が
あ
る
。

問
現
時
点
で
当
町
が
オ

ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い

る
手
続
き
は
何
が
あ
る
か
。

答
総
務
課
長　
図
書
館

の
図
書
貸
出
予
約
と

地
方
税
の
申
請
手
続
き

（eLTAX

）
が
あ
る
。

問
町
民
の
利
便
性
と
い
う

視
点
を
も
っ
て
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
町
長　
県
が
旗
振
り
役

を
し
、
当
町
と
し
て
も

体
制
を
整
え
な
が
ら
や
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

け
総
合
支
援
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
社
会
福
祉

協
議
会
や
各
種
機
関
と

連
携
し
、
生
活
困
窮
者

の
自
立
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
国
を
は
じ
め
、
様
々

な
支
援
策
が
あ
る
の

で
広
報
で
お
知
ら
せ
し

た
ら
ど
う
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
総

合
的
な
窓
口
の
開
設

と
制
度
に
お
い
て
も
住

民
の
皆
様
に
分
か
り
や

す
い
お
知
ら
せ
を
す
る

形
を
今
後
取
っ
て
い
く
。

め
、
既
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検

査
費
用
の
助
成
を
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。

当
町
の
考
え
は
。

答
総
務
課
長　
町
と
し

て
は
、
現
在
実
施
中

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
最
大
限
に
優

先
す
る
こ
と
が
全
国
的

に
も
感
染
の
予
防
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。
自

発
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査

の
費
用
助
成
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
す
る
。

て
、
原
則
自
治
体
で
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
を
可

能
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
35
の

手
続
き
が
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
子
育
て
関
係
で
は

児
童
手
当
等
の
手
続
き
、

カ
」
を
発
行
し
、
前
年
度

同
様
に
産
業
支
援
策
と
し

て
５
千
円
分
の
ミ
ネ
カ
ポ

イ
ン
ト
を
全
町
民
に
発
行

し
、
町
の
商
工
業
者
の
店

舗
で
お
使
い
い
た
だ
く
。

ま
た
、
お
一
人
１
万
円
分

ま
で
を
上
限
に
ミ
ネ
カ
ポ

イ
ン
ト
を
購
入
い
た
だ
い

た
場
合
に
２
割
分
の
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
付
け

る
。
ま
た
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
健
康
セ
ミ

ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
参
加
に
ミ
ネ
カ
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
計
画
を

し
て
い
る
。

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
は

相
談
窓
口
の
設
置
と
制
度
の
告

知
を
行
な
う

町
内
の
産
業
支
援
に
使
う

地
域
通
貨
の
利
用
計
画
は

今
後
検
討
す
る

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の
費
用
助
成
は

県
に
追
随
し
て
い
く

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
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季
節
が
進
み
、
は
や
い
も
の
で
１
年
も
折
り
返

し
を
迎
え
ま
し
た
。
農
家
の
方
々
は
田
植
え
の
た

め
、
田
ん
ぼ
に
は
水
が
は
ら
れ
、
ま
ち
の
景
色
が

変
わ
り
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
き
ま
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
に
、
ま
ず
は
65

歳
以
上
の
先
輩
た
ち
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
佐
賀
県
は
、
接
種
率
が
全
国
１
位
で
あ
る
旨
、

報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
あ
り

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
周
り
や
身
近
な

友
人
で
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
て
も
、

個
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
差
別
や
偏
見
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
生
活
が
１
日

で
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お

り
ま
す
。�

（
鈴
木
）

あ
と
が
き

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

　私達、食生活改善推進協議会は、国、県の組織の一環として行政の指導を仰ぎ会員2０
名で活動しています。「私達の健康は私達の手で」をスローガンに家族、地域の方々の生
活習慣病の予防、健康寿命の延長の普及に取り組んでいます。
　活動自体は、親子料理教室、地区公民館へ出向いての減塩などのヘルシー料理実習、
味噌作り、ゴキブリ団子作り（おたっしゃ館で配布）、男性のための料理教室、手作り弁
当を持参しての町内の史跡散策、視察研修旅行など年間を通して行動しています。地区

の方々との交流は、とても楽しみ
です。
　昨年は、新型コロナの影響で、
会員が集まっての活動ができませ
んでしたが、ワクチン接種が進め
ばこれから徐々に活動ができると
期待しています。
　料理を通じて楽しく、和気藹々
と有意義に活動しています。
　料理に興味のある方、一緒に活
動してみませんか。

連絡先：上峰町役場健康福祉課
TEL：０952-52-74１3

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介

「上峰町食生活改善
　推進協議会」
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